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蓑3　試験区の構成（ミニセルリー）

は　　じ　　め　　に

畑地潅漑施設の導入に伴い園芸作物の増加が見込まれる

ため，野菜類への薩水について検討した。

賦　験　　方　　法

以下の試験は，岩手農試県北分場において仁降雨感知に

より自動開閉する屋根を持つ精密圃場（土層深1m，無底，

3．5m×4m×12区画）で実施した。潅水：ドリップ。

1．生育初期の雇水基準策定試験

日）播種時における凄水の効果（昭56）

供試作物：図1参照，各100粒を播種．調査。

表1播種時の土壌水分状態

区鳳　 処理 腐 植 質 黒 ポ ク土

1．　 湿潤 ＊pF　2．1

2．　 乾燥 pF　2，5

注．　深度10で楕　以下同じ

（2）定植時から生育初期における凄水効果（昭56）

供試作物：図2参軋各10個体を調査

表2　試験開始時の土壌水分状態

区 瓜　　　 処　 理 腐 植 質 黒 ポ ク 土

1．p F 2．0 以 下 p F l．8

2．p F 2．0 ～ 2．3 p F 2．1

3．p F 2．3 ～ 2．6 p F 2．3

4．p F 2．6 以 上 p F 2．5

2．露地野菜類の癌水基準策定試験

日）ミニセルリーの農水基準（昭57）：トップセラー

（2）レタスの濯水基準（昭58）：マイレタス

は）ピーマンの　水基準（昭59）：下絵2号

瓜　 区 名
雇 水 量 又 は

潅 水 始 点
備　 考

濯水実績

回

晶

総

水
量
（11）

1．対 照 区
8月 14，1m ／半句

9月 12，9は／半句

2 年に 1 回程度
出現す る干ばつ
を想定

12 168．6

2．多水分区 pF 2．0
墨 濃にな るま

20 3 18．1

3．中水分区 pF 2．3 〝 11 169．0

4．少水分区 pF 2．6 8 152．4

表4　試験区の構成（ピーマン）

瓜　 区　 名 処　 理　 条　 件

1．干ばつ Ⅰ区 干ばつ年である昭和53年 （Ⅰ区 ），，昭和

2．干ばっ 皿区
52年 （皿区 ），昭和4 8年 （皿区 ）を想定 し
て　 各年の降水分布 にみあった量の水量を

3．干ばっ 皿区 供給す る。

4．対　 照　 区 蒸発計蒸発量相当量の　 水 （3～4 日間断 ）

試験結果及び潅水基準策定

1－（1）の結果を図1に示した。各作物とも湿潤区の出芽

率が高い傾向で，播種前鍾水により出芽揃い所要日数短縮

の可能性が示唆された。図2に1－（2）の結果を示した。作

物により程度は異なるが，低pFを維持した区ほど生育量が

多い傾向であった。これらのことから，生育初期の虐水は

野菜の初期生育量確保に有効と考えられ，生育初期の薩水

基準を以下の様に策定した。

◎播種，定植時の土壌水分が約pF2．0になるように，1～

2日前に潜水する。以後晴天が続く場合は，乾燥状況

に応じて3日間断で約51■鍾水する。出芽揃いや活着

が認められた後は既往の饉水基準による。
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図1出芽率（播種後12日日）
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図2　定植後35日目の生育皇
（1個体地上部生体重）
（腐植質黒ポク土）

表5　収穫時調査（ミニセルリー）

項　 目 生 育 調 査 収　　　　 量

土壌 区鳳
草　 丈

第 1
節間長

全　 重 調車重 同左比

（伽） （の汀） （毎．／匂） （吻／a ） （％）

腐窯

植言

質土

1 81．9 27．8 1，331 79 8 100

2 83．7 29．3 1，216 809 101

3 80．9 27．7 1，202 76 5 96

4 79．6 27．6 1．197 735 92

表（‖こ2－日）の結果を示した。収量的には多水分区がや

や優る傾向であるが．惑水量や回数が多く，実用的ではな

いことから，窯ポク土壌の水分特性を考慮し，ミニセルリ

ーの鍾水基準は次のように策定した。

◎宿着後は最初の追肥まで癒水せず，追肥後に5～10畑

護水する。以後収穫が近づくまでpF2．4～2．5を潜水

開始点として圃場容水量まで磋水する。

表7に2－（2）の供試条件と結果を示した。夏どりでは鳳

2区，秋どりでは胤3，4区が多収の傾向であった。これ

らの区は括著しやすくかつ結球肥大期にある程度水分が供

給されている点が共通しているところから，レタスへの感

水基準は，活着期と結球期にポイントをおいて策定した。

◎活着以後は，結球始期頃までpF3．0，それ以後結球肥

大期まではpF2．3を濯水開始点とする。結球肥大期以

表6　腐植質黒ボク土における干ばつ処理とレタスの収量

処　 理　 内　 容 潜　 水　 実　 績 ＊ 収　 量　 調　 査

区 仙 作 型 干 ば つ処 理
l Ⅱ Ⅲ Ⅳ V 合　 計 全　 垂 盈 ／嘉 不 結球 腐 敗 球

（■■） （▲■） （鳳り （■暮） （11 ） （11 ） （F ／戚） （％） （％）

1． 夏 ど り 後　　 期 30 44 52 5 5 0 18 1 5，078 2，493 0 8

2． 〝 中　　 期 18 26 3 9 0 1 1 7 2 0 0 6，261 3，329 0 0

3． ／／ 全　　 期 24 7 19 0 3 5 3 3．049 1．787 0 2 5

4． 〝 無 25 6 6 16 4 8 10 1 4．950 2．106 0 17

1． 秋 ど り 初 ～中 期 3 0 57 0 1 5 4 2 14 4．932 0 1 0 0 0

2． 33 0 58 0 2 0 0 2 9 1 4．532 1．134 4 0 0

3． 〝 初　　 期 86 0 4 2 93 1 1 3 3 3 4 5，212 1，903 2 0 0

4． ■無 20 14 4 0 3 1 2 7 13 2 6，160 1，997 3 0 0

注．Ⅰ：移植期前後各3日間，

皿：移植後11日日から20日目まで，

Ⅴ：移植後31日目から収穫期まで

皿：移植後3日目から10日目まで，

Ⅳ：移植後aH目から30日目まで，
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後は病害防止のため無権水とする。

00（粕）　2－（8）の結果を図3に示した0継続的に水分供給がなさ

有権質
黒ポク土

A果／

図3　ピーマンの収量

れた対顔区のA果収量が高かったことから．ピーマンの雇

水基準を次の様に策定した。

◎括着後はおおよそ5日間断で10～15m程度を濯水す

る。この基準で潜水を続け，pF2．4を越えるようにな

った時点でpF2．4を雇水開始点とするやり方に変え，

収穫が終了するまで続ける。
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